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２．事業概要 
 

  （１）医療事業 
  （２）科学事業 
  （３）映像事業 
 
 

３．将来に向けた取り組み（グローバルメドテックカンパニーに向けての挑戦） 
 

４．株主還元 
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１．会社概要 
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• 商号    ：オリンパス株式会社 

• 設立    ：1919年 

• 連結売上高  ：7,939億円 （2019年3月期）  

• 株式上場  ：東京証券取引所 市場第一部 

       （証券コード：7733） 

• 連結従業員数 ：35,124人 （2019年3月末） 

• 連結子会社数 ：93社    （2019年3月末） 
石川事業場（東京都八王子市） 
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1950年 世界で初めて胃カメラを実用化 

1919年 株式会社高千穂製作所として創立 

1920年 商標を「オリンパス」と登録、顕微鏡「旭号」発売 

1936年 カメラ事業に参入  

1949年 「オリンパス光学工業株式会社」に社名変更 

1964年 欧州に現地法人設立 

1968年 米国に現地法人設立 

2012年 新経営体制が発足、ソニーと資本・業務提携 

2009年 分析機事業を譲渡  

1975年 医療用硬性内視鏡に参入（外科分野） 

2011年 インクジェットプリンタ事業を譲渡  

2011年 過去の損失計上の先送り発覚 

2016年 新中期経営計画「16CSP*」を発表 

*CSP=Corporate Strategic Plan 6 

2019年 企業変革プラン「Transform Olympus」を発表 



   

医療 科学 映像 その他 

6,343 

487 

 

1,042 

67 

（億円） 

連結売上高 
7,939億円 

日本 海外 

6,475 

1,463 

地域別売上高 
81  

1,119 

-183 

連結営業利益 
283億 

※その他、全社消去で-735億円 

2019年3月期連結実績 

医療事業の売上高
約8割 

海外売上高 
約8割 

Copyright Olympus Corporation 7 



   

２. 事業概要 

 

（１）医療事業 
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低侵襲治療 

（Minimally Invasive Therapy） 
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消化器内視鏡 

システム 

拡大内視鏡 

超音波内視鏡 

生検鉗子／ 

細胞診ブラシ 

内視鏡処置具 外科手術用 

内視鏡システム 

手術用エネルギー
デバイス 
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拾い上げ 診断 生検・採取 内視鏡治療 内視鏡外科手術 外科手術 

早期診断から低侵襲治療まで、より安全でより効率的な診断・治療につながる製品を通じて、 
「世界の人々の健康と安心、心の豊かさの実現」に貢献する 

早期診断 低侵襲治療 
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[値]超 

オリンパス FUJIFILM, HOYA

消化器内視鏡 

3,500~ 

3,700億円 

20%-25% 

オリンパス Storz, Stryker, Richard Wolf, Arthrex

20% 

オリンパス Boston Scientific, Cook Medical

18%-20% 

オリンパス Ethicon, Medtronic, Applied Medical

外科内視鏡 

2,600~ 

2,900億円 

処置具 

3,700~ 

3,900億円 

エネルギー 

デバイス 

1,600~ 

1,800億円 

低侵襲治療 早期診断 

70%超 
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臨床試験に臨む宇治医師 杉浦睦夫 
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写真提供：国立がんセンター東病院（薫風会 佐野病院） 佐野先生 
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「VISERA ELITE II」 ENDOEYE FLEX 3D 先端湾曲ビデオスコープ ENDOEYE 3D 硬性ビデオスコープ  

THUNDERBEAT SONICBEAT 

THUNDERBEAT 
Open Extended Jaw 

THUNDERBEAT 
Open Fine Jaw 
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フルハイビジョン映像と4K映像の比較 

4K技術搭載の外科手術用内視鏡システム 4K 3Dビデオ技術搭載の手術用顕微鏡システム 

手術用顕微鏡 ORBEYE ORBEYEを用いた手術風景 4K外科手術用内視鏡システム 
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世界最大の内視鏡修理センター（米国） 
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【アジア・オセアニア売上成長グラフ】 

（百万円） 

18 



   

処置具「バスケット鉗子」 

ビデオプロセッサおよび光源装置 

内視鏡スコープ 

エネルギーデバイス 
「THUNDERBEAT」 
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２. 事業概要 

 

（２）科学事業 

20 



   

レーザー顕微鏡 蛍光顕微鏡 

工業用顕微鏡 工業用内視鏡 非破壊検査機器 X線分析装置 
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生物顕微鏡 

脳神経科学 再生医療 がん診断 がん病理診断 

ライブセルイメージング 

（iPS細胞等） 
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プラント配管検査 航空機エンジン検査 

半導体検査 

部品の成分元素検証 
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２. 事業概要 

 

（３）映像事業 
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E-PL9 

TG-Tracker 

TG-5 

VP-15 

交換レンズ 

DM-750 LS-P4 
超望遠域での手持ち撮影（三脚不使用）を実現 
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OM-D E-M1 Mark II 



   

 

 

 

 

 

PEN E-P1 

PEN E-PL1 

OM-D E-M1 

OM-D E-M5 

OM-D E-M10  

OM-D E-M1 Mark II 
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OM-D E-M1X 



   

 

「M.ZUIKO DIGITAL ED 17MM F1.2 PRO」 

カメラグランプリ2018  

27 *BCN AWARD2016～2018において  



   

３．将来に向けた取り組み 
   （グローバル・メディカル・テクノロジー・カンパニー 

に向けての挑戦） 
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経営再建ステージ 持続的発展ステージ 

2012年 2019年  
(100周年) 

足下固めと攻めの 
事業ポートフォリオ構築 

世界の人々の健康と安心、心の豊かさの実現を通して社会に貢献する 

中期ビジョン 

信頼回復・体制強化 

2016年 2xxx年 

医療分野における 

世界トップレベルの 

プレーヤーへ 

OUR 
CORE 

VALUES 

創立100周年の節目を越えて、持続的な成長を遂げる 
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30 2019/1/11 No data copy / No data transfer permitted 

真のグローバルなメドテックカンパニーとして持続的な成長を実現 

グローバル・グループ 
一体経営体制へ転換 

 グローバル経営体制と5名の経営執行責任者によるリーダーシップの強化 
→迅速な意思決定、リスクの一元化 

グローバル人事制度への転換 
 全社の人材マネジメントシステムを刷新 
→グローバル・グループ統一で適所適材配置を実現 

“Transform Medical” 
医療事業の再編成 

 「内視鏡事業」「治療機器事業」の2事業部門体制に再編し、「治療機器事業」部門は、米国内に
グローバル事業統括拠点を配置 

→迅速で無駄のない事業運営、効率的かつタイムリーな製品導入による成長ポテンシャルの最大化 

コスト削減及び資本効率 
改善への取り組み 

 2020年3月期の販売管理費を2018年3月期の水準まで圧縮 
 設備投資、運転資本を見直し、戦略的事業投資と株主還元に向けたフリー・キャッシュ・フローを増加 
→グローバル医療機器市場における同業他社と同水準まで大幅に改善し、株主価値を最大化 

取締役会のダイバーシティ化を
伴う指名委員会等設置会社

への移行 

 ビジネスのグローバル展開に即した「指名委員会等設置会社」へ移行 
 グローバルな知見、経験を有する3名の新しい取締役候補者の選任を検討 
→経営の監督機能およびガバナンスの強化と企業価値の一層の向上 



   
収益性および資本効率は大幅に向上する見通し 
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2020年3月期見通し ハイライト 

営業利益率 

11.3% 

前期比+7.7pt 

EBITDA 

1,540億円 

前期比+77% 

ROE 

10%以上を確保 

前期比+8pt以上 

10円 

前期比+33% 配当 

*社内管理上の数字をベースに算出 

* 

**2019年4月1日付で、普通株式1株につき、4株の割合をもって分割を行った後の一株当たり金額 

** 



   

４．株主還元 
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1. 普通株式1株を、4株に分割する 
2. 1単元の投資水準は、約12万円*に引き下げ 
3. 効力発生日は、2019年4月1日（月） 

 株式分割の概要 

目的 

株式の分割により、当社株式の投資単位あたりの金額を引き下げ、株式の流動性を高める
とともに、投資家層の更なる拡大を図ること 

日程 

基準日公告日 2019年３月14日（木） 

基準日 2019年３月31日（日） 

効力発生日 2019年４月１日（月） 

*2019年5月15日時点 当社株価より算定  Copyright Olympus Corporation 33 



   

1. 安定した財務基盤確保のため、資本を増強 
2. 医療事業を中心とした成長領域へ積極投資 
3. 将来的に総還元性向30％を目安とする 

0円 
2.5円 

4.25円 

7円 7円 
7.5円 

10円 

9% 
22% 23% 

126% 

22% 
-10%

10%

30%

50%

70%

90%
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130%

0
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20

30

40

2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3

 1株当たり配当額の推移  総還元性向 

30％ 

 資本配分の基本方針 
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株式分割実施 

※2020年3月期以前の配当額についても株式分割を行ったと仮定した金額にて記載 



   

 本資料のうち、業績見通し等は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいたものであり、判断や仮定に内在する不確定性およ

び今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に照らし、実際の業績等が目標と大きく異なる結果となる可能性があります。 

 また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。従いまして、本情報及び資料の利用は、他の方法により入手された

情報とも照合確認し、利用者の判断によって行って下さいますようお願い致します。 

 本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。 
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 投資家情報ページ 
https://www.olympus.co.jp/ir/ 
 

• 直近の決算情報やアニュアルレポートなど、投資家の皆さま
向けの情報をご紹介しています 

 オリンパスニュースメール登録 
https://www.olympus.co.jp/ir/mail.html 
 

• 当社ニュースリリースや適時開示情報を配信しています。     
ご希望の方は是非ご登録ください 

 個人投資家の皆さまへ 
https://www.olympus.co.jp/ir/individual/ 
 

• 個人投資家の皆さま向けに当社事業内容や強み、歴史等
について分かりやすくご紹介しています 

 

 「OLYMPUS NEWS」アプリ 
 

• 当社製品の最新情報や決算情報、適時開示情報、経営
に関する情報等を配信しています 

iOS版（App Store） QRコード 

QRコード QRコード 

Android版（Google Pay） 
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